
 

 

 

 



今年は京都での開催となり、重賞データはございません。 

 

馬場は重馬場になりそうな天気予報ですので、 

注目血統は当コースの雨馬場に強い血統という事で 

「道悪血統」の欄で加点材料として扱っております。 

 

また、当コースの道悪では、 

１枠の成績が非常に低調で、５枠・６枠・８枠が 

比較的有利な枠となっております。 

 

 

【予想見解】 

 

◎１４番ウィリアムバローズ 

父：ミッキーアイル（ディープ系） 

母父：シンボリクリスエス（ロベルト系） 

祖母父：欧ネヴァーヴェンド系 

 

本馬のダート１８００ｍ成績は【４・４・１・１/１０】で、 

勝率４０％／複勝率９０％と言う堅実さ。 

 

雨馬場に限定すれば【１・２・０・０/３】で連対率１００％と、 

スピード比べの競馬を得意としており、馬場が軽ければ、 



ドバイワールドカップ馬ウシュバテソーロに２馬身差を 

付ける程のスピード能力を持っております。 

 

京都ダートは、もともとスピードが乗りやすい馬場であり、 

雨で脚抜きが良い重賞となると、芝血統のスピード能力が 

大きな武器になります。 

 

このメンバーでスピード負けする事はなさそうだと考えます。 

 

 

★１番ミッキーヌチバナ 

父：ダノンレジェンド（米ヒムヤー系） 

母父：キングカメハメハ 

祖母父：サンデーサイレンス 

祖母はダート種牡馬ゴールドアリュールの全妹。 

 

米国型×キングマンボ系の配合馬は、 

当コースの雨馬場に６頭が出走して５頭が 

馬券絡みしている道悪ニックス配合。 

 

本馬自身が雨馬場は３戦２勝３着１回の馬券率１００％を継続中。 

 

不利枠に入りましたが、この馬自身は内枠を得意としており、 



割り引く必要なしと判断いたしました。 

 

ずば抜けた強さは持っていませんが、 

昇級戦で３着を外したことが一度もない 

俗に言う「相手なりに走るタイプ」と見ております。 

 

馬群をうまく捌ければ、内からスルスルと上位争いに 

加わってくる可能性は決して低くないと思います。 

 

 

注１１番タイセイドレフォン 

父：ドレフォン（米ストームバード系） 

母父：米フォーティーナイナー系 

祖母父：ヌレイエフ（欧ＮＤ系） 

 

ドレフォン×大系統ミスプロ系の配合馬は、 

当コース雨馬場で連対率６７％。 

 

もともと重賞で十分に通用するレベルの馬で、 

Ｇ３平安Ｓ（京都１９００ｍ）では、距離延長という 

不利ローテでも、強敵３頭を相手に差の無い４着。 

 

Ｇ３みやこＳ（阪神開催）でも強豪相手に０秒２差５着。 



 

Ｇ３レパードＳでは、Ｇ１チャンピオンズカップ３着馬ハピに先着して２着。 

 

前走は「休み明けに距離短縮で好走した次走」と言う 

非常に反動が出やすいローテで、馬にやる気が無かった事が敗因。 

 

立て直して来た今回は厳重な警戒が必要でしょう。 

 

 

上位人気馬の現４歳世代は、世間で「低レベル世代」 

と呼ばれる世代であり、ＪＲＡの古馬混合重賞実績がない 

馬に重い印を回す気にはなれませんでした。 

 

４歳馬の上位独占になったらごめんなさい(*_ _) 

 

 

【馬券】 

EZ-WIN推奨馬券 

馬連・ワイド・３連単３頭ボックス 

１３番・１４番・１６番 

 

３連複フォーメーション２７点 

１６－１３・１４－総流し 



 

くまもん馬券 

馬連・ワイド３連単３頭ボックス 

１番・１１番・１４番 

 

馬連 １４－３・６ 

 

３連複フォーメーション２６点 

１４－１・３・６・１１－印全頭 


